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1991 年の国際会議 ISCD
（ローマ大学に於て）に招待されて
講演する三代当主、原昭二教授

NHKの取材を受ける店頭

営業中の店頭　看板は欅、絵具、染料の文字

建築したのは、宮大工
宗岡の小日向さん（遺影）

百年の赤松 洋間の屋根に足場を掛け 夕陽に映える

数寄屋造りの離れの二階の座敷離れの玄関と紅葉紅梅・白梅、物置と離れ 建物を修理中のベテラン秋元さん

初
代
「
原
林
吉
」
は
現
朝
霞

市
浜
崎
の
出
身
、「
池
田
」
の
姓

は
、後
に
養
子
縁
組
に
よ
り
「
原
」

と
な
っ
た
。
明
治
二
十
年
こ
ろ
、

商
業
の
盛
ん
だ
っ
た
現
在
の
志
木

市
本
町
に
移
っ
て
事
業
を
始
め
、

そ
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
、
現
在
地

に
店
舗
を
新
築
し
た
。
現
在
の

店
構
え
は
明
治
四
十
五
年
に
完

工
し
た
。

創
業
以
来
、
新
し
い
化
学

製
品
を
取
扱
い
、
絵
具
染
料

が
主
力
で
、
そ
の
他
の
化
成
品

の
ほ
か
、
ビ
ー
ル
、
ガ
ラ
ス
、

大
谷
石
な
ど
、
雑
貨
を
手
広

く
販
売
し
た
。「
林
吉
」
は
、

仕
入
れ
の
た
め
、
志
木
か
ら
土

手
沿
い
に
南
下
、
徒
歩
で
東
京

に
向
い
、
主
に
日
本
橋
で
取
引

し
た
。

夜
歩
き
始
め
て
、
着
く
の
は

早
朝
で
、
昇
る
朝
日
の
光
景
が

印
象
的
だ
っ
た
こ
と
が
「
朝
日

屋
」の
屋
号
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

注
文
し
た
物
品
は
、浅
草
「
花

川
戸
」
か
ら
、
新
河
岸
川
の

舟
運
に
よ
っ
て
運
搬
さ
れ
、
志

木
河
岸
で
荷
受
け
し
た
の
ち
、

所
沢
、
飯
能
、
石
神
井
方
面

な
ど
に
販
売
さ
れ
た
。
ま
た
店

頭
で
小
売
り
も
し
た
。

二
代
「
原
林
三
」
は
、
こ
れ

に
加
え
、
薬
剤
師
の
資
格
を

得
て
、
家
庭
薬
の
製
造
、
医

師
向
け
医
薬
品
の
販
売
を
も

行
な
っ
た
。処
方
調
剤
の
ほ
か
、

症
状
に
応
じ
て
調
剤
す
る
こ
と

も
、
当
時
は
許
さ
れ
て
い
た
。

戦
時
下
に
は
医
薬
品
の
供

給
は
配
給
制
度
と
な
っ
た
が
、

朝
日
屋
原
薬
局
は
、
和
光
市
、

朝
霞
市
、
新
座
市
、
志
木
市
、

富
士
見
市
な
ど
の
医
師
向
け
、

小
売
り
薬
局
、
薬
店
へ
の
医
薬

品
配
給
の
元
売
り
と
し
て
営

業
し
た
。

三
代
「
原
昭
二
」
は
、
薬

学
を
学
び
、
薬
剤
師
と
な
っ
て

家
業
を
継
い
だ
が
、
向
学
心
を

断
ち
難
く
、
東
京
大
学
薬
学

部
に
在
籍
し
て
薬
化
学
の
研
究

に
励
み
、
さ
ら
に
東
京
薬
科

大
学
に
移
っ
て
か
ら
は
、
薬
化

学
の
教
育
と
研
究
に
従
事
し
、

そ
の
成
果
は
、
国
内
外
の
学
界

で
発
表
さ
れ
た
。

三
代
に
わ
た
り
、
当
主
の
妻

た
ち
の
内
助
の
功
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
、
特
に
二
代
目
を
支

え
た
「
原
こ
う
」
は
、
戦
時

中
と
戦
後
の
混
乱
す
る
経
済

の
も
と
で
営
業
に
励
み
、
ま
た

三
代
目
を
支
え
た
「
原
温
代
」

は
薬
剤
師
と
し
て
店
頭
に
立

ち
、
志
木
駅
前
に
開
設
し
た

支
店
の
営
業
や
、
駐
車
場
の

経
営
に
も
当
っ
て
、
多
忙
を
極

め
た
。

因
み
に
、「
原
昭
二
、
温
代
」

の
長
男
「
原
俊
太
郎
」
は
、

東
京
大
学
薬
学
部
を
卒
業
し

た
の
ち
、
研
究
生
活
を
つ
づ

け
、
現
在
は
昭
和
大
学
薬
学

部
准
教
授
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
。
ま
た
そ
の
妻
「
原
智
子
」

は
東
京
大
学
薬
学
部
を
卒
業
、

現
在
は
長
女
の
子
育
て
と
家

事
に
当
っ
て
い
る
。

店
舗
は
大
通
り
に
面
し
て
お

り
、
市
条
例
に
従
い
樹
木
を
整

備
し
て
、
景
観
を
保
つ
努
力
も

な
さ
れ
て
い
て
、
庭
木
の
手
入
れ

と
家
屋
の
修
理
は
続
け
ら
れ
て
い

る
。
特
に
、
百
年
以
上
を
経
た

赤
松
は
戦
時
中
も
欠
か
さ
ず
手

入
れ
さ
れ
た
の
で
、
建
築
物
と
調

和
し
て
景
観
を
保
っ
て
い
る
。

新
し
い
年
は
、
松
の
緑
、
紅
白

梅
、
枝
垂
れ
桃
が
花
を
つ
け
、
離

れ
の
竹
林
で
は
筍
が
で
て
、
食
用

に
も
な
る
。
欅
が
芽
吹
き
、
庭
一

面
は
新
緑
に
包
ま
れ
る
。

牡
丹
、
躑
躅
，
椿
な
ど
も
花

開
き
、
秋
に
な
る
と
、
柿
、
栗
、

柚
が
実
り
、
木
犀
が
香
り
、
紅

葉
が
庭
を
赤
く
染
め
る
。

初
代
の
「
原
林
吉
」
が
創

建
し
た
主
屋
、
土
蔵
と
、
二

代
目
「
原
林
三
」
が
増
築
し

た
洋
間
、
離
れ
は
、
国
登
録

有
形
文
化
財
と
し
て
、
こ
の
た

び
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
る
、

「
近
代
化
遺
産
公
開
」
の
行

事
と
し
て
、
志
木
市
教
育
委

員
会
ほ
か
の
主
催
で
、
一
般
公

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
わ
ら
版

Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

「
市
民
プ
レ
ス
」
私
家
版

「
朝
日
屋
原
薬
局
」
の
三
代
を
振
り
返
っ
て

百二十五年を経て、営業に励む
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明治三十年頃の「いろは樋」

「
江
戸
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
た
引
又
河
岸

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
原
画
を
修
飾

（
手
前
は
栄
橋
、
そ
の
上
が
「
い
ろ
は
樋
」）

明治二十年代

台
地
の
東
端
、
か
つ
て
の
「
引
又
宿
」

東
武
東
上
線
の
「
志
木
駅
」
東
口
を
降
り
、

歩
い
て
約
�5
分
、
本
町
一
、二
丁
目
の
大
通

り
は
、
江
戸
時
代
か
ら
新
河
岸
川
の
舟
運
に

よ
っ
て
賑
わ
っ
て
い
た
。
明
治
初
年
ま
で
、

甲
州
街
道
と
日
光
街
道
と
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス

だ
っ
た
「
奥
州
道
」
の
宿
場
で
、「
引
又
宿
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
、
寛
永
の
こ
ろ
、
埼
玉
県
西
部

の
中
心
都
市
「
川
越
」
は
、
江
戸
城
北
方
の

重
要
な
防
衛
拠
点
だ
っ
た
。
江
戸
と
深
い
関

係
を
も
っ
た
多
く
の
史
蹟
が
残
る
川
越
は
、

い
ま
も
「
小
江
戸
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

寛
永
十
五
年
（
1
6
3
8
）、
大
火
に
襲
わ

れ
、
市
内
の
重
要
な
建
物
だ
っ
た
東
照
宮
、

喜
多
院
な
ど
が
焼
失
し
た
。
当
時
の
東
照
宮

は
三
大
東
照
宮
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た

の
で
、
徳
川
幕
府
は
そ
の
再
建
の
た
め
、 

江

戸
城
に
あ
っ
た
紅
葉
山
御
殿
を
分
解
し
、
用

材
を
川
越
に
移
築
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ

の
運
搬
に
は
新
河
岸
川
に
よ
る
水
路
が
使
わ

れ
た
。こ
の
と
き
始
ま
っ
た
舟
運
に
よ
っ
て
、

川
越
か
ら
は
農
産
物
が
江
戸
に
送
ら
れ
、
そ

の
後
舟
運
は
整
備
さ
れ
、
川
越
と
江
戸
と
の

物
資
交
流
の
大
動
脈
と
な
っ
た
。

江
戸
と
川
越
と
の
物
資
輸
送
の
た
め
中
継

点
が
必
要
に
な
り
、
現
在
の
志
木
市
の
、
柳

瀬
川
と
新
河
岸
川
が
合
流
す
る
地
点
に
船
着

場
が
設
け
ら
れ
た
。
当
時
こ
の
辺
り
は
引
又

と
い
わ
れ
、
そ
の
河
岸
（
引
又
河
岸
）
に
、

川
越
藩
主
の
命
令
に
よ
っ
て
、「
井
下
田
回

漕
店
」
が
開
業
し
た
。
井
下
田
家
に
残
さ
れ

た
資
料
に
よ
る
と
、
荷
主
の
分
布
は
、
新
座
、

清
瀬
、
所
沢
、
小
平
、
国
分
寺
、
武
蔵
村
山
、

立
川
を
越
え
、
秋
川
、
青
梅
、
八
王
子
に
ま

で
達
し
て
い
た
。

船
着
場
で
荷
揚
げ
さ
れ
た
荷
物
を
運
搬
す

る
人
々
は
、
だ
ら
だ
ら
坂
を
上
っ
て
ゆ
き
、

河
岸
場
か
ら
運
ば
れ
た
荷
物
を
、
こ
の
通
り

で
取
引
し
た
。
そ
の
た
め
市
場
通
り
は
商
い

で
繁
盛
し
た
。

も
う
一
つ
、
引
又
宿
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
大
通
り
の
中
央

を
流
れ
る「
伊
豆
殿
堀
」（
野
火
止
用
水
）だ
。

承
応
四
年
（
1
6
5
5
）、
川
越
城
主
松
平

伊
豆
守
信
綱
が
、自
領
で
あ
っ
た
「
野
火
止
」

の
原
野
を
開
拓
す
る
た
め
、
灌
漑
用
水
と
し

て
掘
削
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
堀
は
、

現
在
の
志
木
市
の
本
町
通
り
を
貫
通
し
、
新

河
岸
川
に
流
れ
込
ん
で
い
た
が
、
寛
文
二
年

（
1
6
6
2
）、
引
又
の
対
岸
、
宗
岡
地
域
の

地
頭
岡
部
左
兵
衛
は
、
新
河
岸
川
を
越
え
て

送
水
し
、
灌
漑
用
水
に
利
用
し
よ
う
と
考
え

た
。
そ
の
た
め
家
臣
の
白
井
武
左
衛
門
に
命

じ
て
巨
大
な
架
け
樋
を
造
ら
せ
た
。

こ
の
架
け
樋
は
四
十
八
個
の
木
の
樋
を
つ

な
い
で
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
因
ん
で
「
い

ろ
は
樋
」
と
名
付
け
ら
れ
、
長
さ
は
2
6
0

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ん
だ
。
し
か
も
舟
の
通
行

を
妨
げ
ぬ
よ
う
川
面
か
ら
4
〜
5
メ
ー
ト
ル

も
高
い
と
こ
ろ
に
架
け
ら
れ
た
。

ま
た
引
又
宿
は
、
宿
場
と
し
て
、
人
馬
継

ぎ
立
て
業
務
を
も
行
な
っ
て
い
た
。
江
戸
時

代
の
紀
行
文
に
も
、
軒
を
連
ね
た
商
家
、
定

期
的
に
開
か
れ
た
市
の
有
様
が
生
き
生
き
と

描
か
れ
て
い
る
。
市
場
通
り
に
は
、
穀
物
商

な
ど
の
商
家
、
大お

お
だ
な店

が
並
び
、
両
側
に
柿
と

梨
を
植
え
た
用
水
が
通
り
の
中
央
を
流
れ
て

い
た
。
裕
福
な
商
人
の
社
交
の
場
所
で
あ
っ

た
酒
楼
や
旅
籠
の
賑
わ
い
も
伝
わ
っ
て
く

る
。大

正
三
年
、東
武
鉄
道
東
上
線
が
開
通
し
、

舟
運
に
取
っ
て
代
わ
る
ま
で
、
こ
の
繁
栄
は

昭
和
の
時
代
、
戦
前
ま
で
続
い
た
。

新
河
岸
川
に
沿
っ
て
開
け
た
「
引
又
宿
」

（
い
ま
の
志
木
市
本
町
通
り
）
に
つ
い
て
書

か
れ
た
二
つ
の
紀
行
文
を
読
ん
で
み
よ
う
。

『
遊
歴
雑
記
』
釈　
敬
順
（
注
1
）

　
　
　
　
　
　

文
化
年
間

新
座
郡
引
又
宿

・
・
・（
前
略
）・
・
・
さ
れ
ば
引

股
の
宿
ハ
、
南
北
の
町
長
さ
三
町

余
、
新
宿
、
本
宿
、
中
宿
、
坂
下

町
と
次
第
し
て
町
幅
広
く
穀
問

屋
あ
り
、
酒
楼
、
食
店
、
商
家
、

旅
籠
屋
両
側
に
軒
を
つ
ら
ね
、
片

鄙
に
は
都
会
の
土
地
に
し
て
、
例

月
三
、八
の
日
市
の
た
つ
事
と
な

ん
、
扠
又
当
処
新
宿
の
入
口
よ

り
、
町
の
真
中
に
大
樋
を
堀
埋

め
、
幅
三
尺
余
、
深
さ
四
五
尺
、

新
宿
の
方
は
高
く
、
坂
下
の
方
ハ

次
第
に
低
け
れ
バ
、
清
流
迸
り
来

り
実
に
い
さ
ぎ
よ
し
、
此
大
樋
の

側
に
い
た
り
て
、
市
中
の
男
女
よ

ろ
づ
の
も
の
を
あ
ら
ひ
す
す
ぎ
飲

水
と
す
、
元
来
此
土
地
高
み
な
れ

バ
水
に
乏
し
き
場
処
な
る
に
、
斯

潤
沢
に
清
流
に
富
事
ハ
、
全
く
伊

豆
守
三
代
目
松
平
信
綱
が
高
智
の

い
た
す
処
に
し
て
、
万
宝
の
最
上

と
い
ふ
べ
し
、
此
埋
樋
の
両
側

に
、
柿
と
梨
と
の
二
樹
を
植
る
事

凡
長
さ
弐
町
、
頃
は
九
月
九
日
な

れ
バ
梨
柿
と
も
に
見
事
に
熟
し
、

重
た
げ
に
樹
た
ハ
ミ
、
枝
垂
て
、

人
の
手
お
の
お
の
届
く
と
い
へ
ど

も
、
児
童
だ
に
狼
籍
せ
ざ
る
ハ
一

品
に
し
て
、
土
地
に
沢
山
な
る
故

な
ら
ん
か
し
。・・・（
後
略
）・・・

『
一
日
二
日
の
旅
』
東
京
の
近
郊

　
　
　
　
　
田
山
花
袋
（
注
2
）

　

大
正
九
年
六
月
十
五
日

・
・
・（
前
略
）
野
火
止
の
街
道

の
右
側
で
は
、
例
の
溝
渠
に
添
っ

て
、
農
婦
が
頻
り
に
物
を
洗
っ
て

ゐ
る
の
を
私
達
は
見
た
。
や
が
て

少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
四
角

を
右
に
折
れ
て
、
私
達
は
志
木
の

停
車
場
の
あ
る
方
へ
と
行
っ
た
。

停
車
場
近
く
に
来
た
時
に
は
、
も

う
灯
が
明
る
く
夕
暮
の
空
気
の
中

に
見
え
て
ゐ
た
。
路
の
傍
に
は
、

綺
麗
な
水
の
一
杯
に
満
ち
た
そ
の

溝
渠
が
流
れ
て
ゐ
て
、
あ
る
処
で

は
盛
に
水
車
が
動
い
て
い
た
り
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
溝
渠
と
一
緒

に
、
私
達
は
さ
び
し
い
、
し
か
し

静
か
な
昔
の
引
又
の
里
へ
と
入
っ

て
行
っ
た
。

そ
の
溝
渠
を
中
央
に
持
っ
た
そ
の

町
は
風
情
に
富
ん
だ
町
で
あ
っ

た
。
大
き
な
穀
屋
だ
の
、
運
漕
店

だ
の
、
呉
服
店
だ
の
が
軒
を
並
べ

て
ゐ
た
。
河
港
ら
し
い
感
じ
が
そ

こ
と
な
く
あ
た
り
に
漲
っ
て
ゐ

た
。
私
達
は
そ
こ
の
中
ほ
ど
に
あ

る
一
旅
館
の
ひ
ろ
い
一
間
に
一
夜

を
す
ご
し
た
。

此
町
は
武
蔵
野
の
中
で
も
最
も
古

い
名
高
い
町
で
あ
っ
た
。
此
処
は

往
昔
の
奥
州
街
道
に
な
っ
て
ゐ
て

義
経
な
ど
も
こ
こ
を
通
っ
て
行
っ

た
と
言
ひ
伝
へ
ら
れ
て
あ
っ
た
。

そ
れ
は
所
沢
か
ら
わ
か
れ
て
来
て

此
処
か
ら
荒
川
を
渡
っ
て
、
河
口

か
ら
、
岩
槻
の
方
へ
と
出
て
行
っ

た
。

あ
く
る
朝
早
く
、
私
は
町
を
歩
い

て
見
た
。
そ
の
溝
渠
の
岸
に
は
桜

が
栽
ゑ
て
あ
っ
て
、
そ
の
下
で
は

町
の
人
達
が
物
な
ど
を
洗
っ
て
ゐ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
溝
渠
は
、
昔

は
い
ろ
は
樋
で
内
川
（
注
3
）
を

越
し
て
向
ふ
に
行
く
や
う
に
な
っ

て
ゐ
た
の
が
、
今
は
、
町
の
外
れ

で
大
き
な
鉄
管
に
な
っ
て
、
川
の

底
を
越
え
て
、
向
ふ
に
行
っ
て
ゐ

る
の
を
私
は
見
た
。

だ
ら
だ
ら
と
坂
を
下
り
る
と
、
町

は
や
が
て
尽
き
て
、
向
ふ
に
は
風

情
の
あ
る
橋
が
か
か
っ
て
ゐ
た
。

川
の
岸
に
は
青
々
と
し
た
芦
荻
が

茂
っ
て
、
荒
川
を
上
っ
て
、
更

に
此
処
ま
で
入
っ
て
来
た
伝
馬
が

帆
を
畳
ん
だ
ま
ま
二
三
隻
其
処
に

か
か
っ
て
ゐ
た
。
成
ほ
ど
此
処
は

武
蔵
野
の
河
港
で
あ
る
の
で
あ
っ

た
。（
後
略
）

（
注
�
）

釈 

敬
順
.
.
.
江
戸
を
中
心

と
し
て
各
地
の
名
所
旧
跡
を
踏
査

し
、
全
五
巻
の
「
遊
歴
雑
記
」
を

完
成
さ
せ
た
。
こ
の
著
作
は
近
世

紀
行
文
中
の
白
眉
と
さ
れ
る
。

（
注
�
）

田
山
花
袋
.
.
.
明
治
・
大
正

時
代
の
自
然
主
義
派
の
作
家
。「
蒲

団
」
や
「
田
舎
教
師
」
な
ど
の
作

品
が
あ
る
。
國
木
田
獨
歩
と
親
交

が
あ
り
、
獨
歩
は
「
余
の
親
友
な

り
。
而
し
て
最
も
力
と
な
る
人
な

り
。
渠か

れ

と
余
と
は
全
く
性
格
を
異

に
し
、
作
品
の
傾
向
を
異
に
す
。

而
し
て
尚
ほ
十
年
遂
に
親
交
を
断

た
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
他
な
し
、
互

い
に
他
を
尊
重
す
れ
ば
な
り
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
注
3
）

内
川
.
.
.
後
の
「
新
河
岸

川
」。
荒
川
の
内
側
を
流
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
名
付
け
ら
れ
た
と
い

う
。
そ
の
後
江
戸
と
の
舟
運
の
た

め
、川
越
に
河
岸
場
が
つ
く
ら
れ
、

新
規
の
河
岸
か
ら
流
れ
て
く
る
川

と
い
う
名
称
（
新
河
岸
川
）
が
、

も
と
の「
内
川
」に
取
っ
て
代
わ
っ

た
。

武
蔵
野
台
地
の

　

果
つ
る
と
こ
ろ
・
・
・
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空撮（志木市役所付近）　新河岸川と柳瀬川の合流地点

　

東
京
都
青
梅
市
か
ら
、狭
山
丘
陵

を
越
え
、扇
形
に
広
が
っ
た
武
蔵
野

台
地
は
、落
差
約
百
㍍
、緩
や
か
に
下

り
つ
つ
低
地
に
移
る
。約
五
、六
千
年

前
、大
き
な
海
進（「
縄
文
海
進
」）が

関
東
平
野
一
帯
に
及
び
、川
越
付
近

ま
で
海
が
入
り
込
ん
だ
。埼
玉
県
南

を
流
れ
る
柳
瀬
川
、黒
目
川
な
ど
の

谷
は
入
江
と
な
り
、内
湾
に
住
む
カ

キ
な
ど
の
貝
を
食
用
と
し
た
縄
文
時

代
前
期
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、彼
等

が
遺
し
た
貝
塚
や
縦
穴
住
居
の
発
見

か
ら
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
志
木
市
本
町
に
所
在
す
る

「
朝
日
屋
原
薬
局
」の
敷
地
の
裏
手

は
新
河
岸
川
に
近
く
、「
縄
文
海
進
」

の
こ
ろ
は
、浅
瀬
の
海
に
面
し
て
い
た

よ
う
だ
。

　

明
治
十
年（
１
８
７
７
）、エ
ド

ワ
ー
ド・モ
ー
ス
が
発
見
し
た「
大
森

貝
塚
」か
ら
北
に
向
い
、新
河
岸
川
に

沿
っ
て
北
上
、「
か
き
」の
調
理
場
、丸

木
舟
が
発
見
さ
れ
た
上
中
里
付
近
を

経
て
、和
光
、朝
霞
、志
木
市
か
ら
、

富
士
見
市
の
国
史
跡
、「
水
子
貝
塚
」、

川
越
市
仙
波
に
至
る
武
蔵
野
台
地
の

縁
辺
に
は
、い
く
つ
も
の
貝
塚
が
散
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
間
に
位
置
す
る
、Ｊ
Ｒ
京
浜

線
の
上
野
、日
暮
里
辺
り
は
崖
線
に

沿
っ
て
お
り
、上
野
公
園
、谷
中
の
墓

地
が
所
在
す
る
本
郷
台
地
の
崖
は
、

か
つ
て
湧
水
の
溢
れ
出
る
武
蔵
野
台

地
の
縁
辺
だ
っ
た
。

武
蔵
野
台
地
、
今
の
地
形

縄
文
海
進
の
こ
ろ

武蔵野台地の志木を見る
Bird's Eye
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行

政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参

加
を
推
進
し
、地
域
内
の
メ
デ
ィ

ア
事
業
を
行
っ
て
、
市
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」

は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

編
集
・
発
行
し
、
無
料
で
配
付

し
ま
す
。

　
※　
※　
※

◇　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
意

見
／
考
え
）」
を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L 　

0
9
0（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

この人　長井長義  日本の薬学の創始者

文学に親しむ  國木田獨歩の「武蔵野」

特 集 JR山手線の地誌
Bird's Eye 空撮  変貌する都市の景観

JR新宿駅付近 赤坂御用地・迎賓館 JR池袋付近
JR田端駅付近 JR西日暮里駅付近 JR王子駅付近
JR赤羽駅付近 

野火止用水が暗渠になる前の市場通り
（戦後間もなく撮影：新井康一）

市場通りにお店を構えて百年余りの「朝日屋原薬局」
上は大正期、下の写真は昭和初期。

大正期の絵葉書「志木町市中其の一」

が
建
築
し
た
洋
館
と
「
離
れ
」で
あ
る
。

昭
和
の
初
期
、
交
際
し
て
い
た
方
々
を
応
接
す

る
た
め
、
洋
館
一棟
が
建
築
さ
れ
、
ま
た
地
域
の

有
力
者
を
接
待
す
る
た
め
、二
階
建
て
の「
離
れ
」

が
建
築
さ
れ
た
。緋
鯉
を
放
し
た
池
に
面
し
て
い
る

「
離
れ
」は
眺
め
が
良
く
、
専
ら
宴
会
に
使
わ
れ
た
。

今
は
無
い
が
、離
れ
の
前
に
は
弓
道
場
が
設
け
ら
れ
、

弓
を
引
い
て
汗
を
流
し
た
あ
と
、
隣
地
に
所
在
し

て
い
た
酒
造
「
清
久
屋
」
か
ら
取
り
寄
せ
た
樽
酒

を
汲
ん
だ
。
芸
者
を
招
い
て
鼓
を
打
ち
、
三
味
線

を
奏
し
、
近
く
の「
伊
勢
周
」の
洋
食
を
味
わ
う

と
いっ
た
豪
華
な
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
私
が
小
学
校

に
も
って
ゆ
く
弁
当
に
は
、し
ば
し
ば
、宴
会
で
残
っ

たハン
バ
ー
グ
と
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
が
使
わ
れ
た
。

私
は
こ
の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
十
九
才
に

な
っ
た
と
き
、
父
が
世
を
去
っ
た
。
旧
制
の
高
校
の

入
学
試
験
が
終
わ
っ
た
、
ま
さ
に
そ
の
日
で
あ
っ
た
。

祖
父
、
父
が
営
業
し
て
い
た
戦
前
に
は
、
雑
貨
、

薬
品
を
幅
広
く
取
り
扱
い
、
新
河
岸
川
の
舟
運
を

使
っ
て
商
品
を
仕
入
れ
、
こ
れ
を
配
送
し
、
販
売

す
る
こ
と
が
主
た
る
業
務
で
あ
っ
た
。
医
家
向
け

の
ほ
か
、
工
場
への
化
学
薬
品
の
納
入
、
店
頭
で
は

薬
の
小
売
り
、
調
剤
、
家
庭
薬
の
製
造
、
販
売
な

ど
の
営
業
が
、
日
々
積
み
重
ね
ら
れ
て
家
は
維
持

さ
れ
て
き
た
。
住
み
込
み
で
働
い
て
い
た
の
は
、
番

頭
を
頭
に
常
時
七
人
前
後
で
、
家
族
を
含
め
る
と

十
数
人
に
の
ぼ
り
、
大
き
な
竈
で
煮
炊
き
さ
れ
た
。

た
だ
し
竈
は
い
ま
は
無
い
。

祖
父
は
、
仕
入
れ
の
た
め
に
夜
中
に
家
を
出
て
、

新
河
岸
川
の
堤
防
を
下
り
、
東
京
を
目
指
し
て
歩

い
た
と
い
う
。
太
陽
の
昇
る
光
景
に
感
銘
し
て「
朝

日
屋
」の
屋
号
を
定
め
た
と
いい
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

輸
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
染
料
を
仕
入
れ
、ア
セ
チ
レ

ン
灯
の「
カ
ー
バイ
ト
」、
酸
、ア
ル
カ
リ
な
ど
の
工

業
薬
品
を
扱
い
、
当
時
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ

れ
た
板
ガ
ラ
ス
を
も
販
売
し
た
。
因
み
に
い
ま
「
朝

日
屋
原
薬
局
」の
店
頭
で
使
わ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
戸

に
は
、大
正
時
代
に
は
じ
め
て
輸
入
さ
れ
た
板
ガ
ラ

ス
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
鋪
装
さ
れ
る
前
に
は
砂

利
道
で
あ
っ
た
の
に
、一枚
も
破
損
す
る
こ
と
な
く

今
日
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
長
年
住
ん
で
き

た
私
に
と
って
信
じ
ら
れ
な
い
事
実
で
、
奇
跡
的
と

さ
え
思
わ
れ
て
仕
方
が
な
い
。
先
祖
か
ら
の
メ
ッ
セ

イ
ジ
か
な
?
。当
時
は
官
で
製
造
し
た
恵
比
寿
ビ
ー

ル
の
元
売
り
を
し
て
い
た
が
、そ
の
通
帳
を
見
る
と
、

通
常
の
取
引
額
は
数
千
円（
い
ま
は一千
万
円
相
当

か
）に
な
って
いて
、ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
く
。

私
の
生
家「
朝
日
屋
原
薬
局
」が
今
日
在
る
の
は
、

祖
母
、
母
の
裏
方
の
力
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
特
に
私
の
母
親
の
営
業
に
対
す
る
意
地

は
た
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
休
業
の
日
は
全
く
無

か
っ
た
と
云
って
よ
い
。
戦
中
、
戦
後
は
人
手
も
皆

無
と
な
って
、一人
で
店
頭
で
販
売
し
、
お
店
を
休

平
成
�5
年
3
月
�0
日
の
文
化
審
議
会
は
、
志

木
市
本
町
通
り
に
面
し
た
「
朝
日
屋
原
薬
局
」の

建
物
を
、
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
文

部
科
学
大
臣
に
答
申
し
た
。
官
報
に
告
示
さ
れ
、

7
月
�0
日
登
録
証
が
交
付
さ
れ
た
。

登
録
さ
れ
た
の
は
、
主
屋
、
離
れ
、
物
置
、
洋

館
な
ど
の
七
件
。
主
屋
な
ど
の
主
要
な
部
分
は
、

明
治
45
年
に
建
築
さ
れ
た
。
道
路
か
ら
奥
深
く
、

縦
長
の
敷
地
に
並
ぶ
建
物
群
は
、「
明
治
か
ら
昭
和

初
期
の
老
舗
薬
局
の
店
構
え
と
建
物
構
成
が
よ
く

残
さ
れ
て
い
る
」
と
認
定
さ
れ
た
。

「
主
屋
」
は
瓦
屋
根
の
切
り
妻
で
、
店
舗
の
看
板

と
大
黒
柱
に
欅
材
が
使
わ
れ
た
外
は
、
も
っ
ぱ
ら

黒
松
が
使
わ
れ
て
お
り
、「
建
築
す
る
に
あ
た
って
、

飯
能
の
山
を一つ
丸
ご
と
買
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。商

家
と
し
て
の
機
能
を
優
先
し
た
質
実
な
作

り
が
特
徴
。
仏
壇
さ
え
も
が
大
工
さ
ん
の
手
作
り

で
、
普
段
は
目
立
た
ぬ
よ
う
に
な
って
い
る
。
家
屋

の
内
装
に
豪
華
さ
は
見
ら
れ
な
い
。
土
蔵
、
物
置

は
主
屋
と
同
時
に
建
築
さ
れ
た
が
、
物
置
数
棟
は

す
で
に
取
り
壊
さ
れ
、
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
の

は
、
土
蔵
と
物
置一棟
の
み
で
あ
る
。
ま
た
「
屋
敷

神
」と
し
て
祀
ら
れ
た
不
動
尊
も
こ
の
こ
ろ
の
造
営
。

以
上
は
私
の
祖
父
「
原
林
吉
」
が
建
設
し
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
登
録
さ
れ
た
建
物
は
、私
の
父
「
林
三
」

ん
だ
の
は
、
近
親
の
冠
婚
葬
祭
の
時
だ
け
だ
っ
た
。

急
ぎ
の
仕
入
の
た
め
、
日
本
橋
本
町
の
問
屋
に
出

向
く
の
は
私
と
姉
と
弟
の
仕
事
だ
っ
た
。
母
親
は

ど
こ
に
も
外
出
す
る
余
裕
が
無
く
、
私
は
小
学
校
、

旧
制
度
の
中
学
、
高
等
学
校
を
経
て
、
大
学
に
入

学
し
た
が
、
入
学
式
に
も
、
卒
業
式
に
も
、
父
母

が
付
き
添
って
参
列
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
店
頭

の
販
売
を
休
む
こ
と
は
し
な
かっ
た
の
で
あ
る
。

「
朝
日
屋
原
薬
局
」は
、
江
戸
時
代
か
ら
人
々
が

往
来
し
た
「
志
木
街
道
」
に
面
し
て
お
り
、
こ
の

道
路
は
、かつ
て
、
甲
州
街
道
と
日
光
街
道
の
バイ

パス
の
役
目
を
も
ち
、「
奥
州
道
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
し
か
し
新
河
岸
川
の
舟
運
の
終
結
と
と
も
に
、

過
去
の
商
いの
栄
光
は
失
わ
れ
、景
観
も
変
わ
っ
た
。

我
が
家
の
前
を
流
れ
て
い
た
「
野
火
止
用
水
」
は

消
え
、
自
動
車
の
通
行
は
激
し
さ
を
増
し
た
。
か

つ
て
の
大
店
の
建
物
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
建
て
替
え
ら
れ

た
。
周
囲
の
家
並
み
が
変
って
ゆ
く
の
に
、
わ
が
家

だ
け
は
遅
れ
を
取
り
、一軒
だ
け
古
い
薬
屋
と
し
て

ぽ
つ
ん
と
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

歴
史
の
街
並
み
が
消
え
て
ゆ
く
と
き
、
昔
の
面

影
を
保
っ
て
き
た
薬
局
の
婆
を
の
ち
に
残
し
た
い
、

私
の
文
化
財
登
録
への
想
い
を
こ
こ
に
記
さ
せ
て
戴

い
た
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
原　
昭 

二
記
す

国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た

　
　
「
朝
日
屋
原
薬
局
」


